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平成１９年度 公文書館専門職員養成課程受講者

公  文  書  館  等  名 所  属  部  局  課  係  名

【　国　】 　（１機関１人）

1 防衛省防衛研究所図書館 戦史部主任研究官

【 都道府県 】 　（６機関６人）

2 秋田県公文書館 知事公室公文書館公文書班専門員

3 宮城県公文書館 企画管理班主査

4 埼玉県立文書館 司書主幹

5 神奈川県立公文書館 行政資料課副主幹

6 岡山県立記録資料館 学芸員

7 沖縄県立文書館 資料課公文書専門員

【 市区町村 】 （１機関１人）

8 札幌市 総務局行政部文化資料室資料担当係長

【 独立行政法人等 】 （３機関３人）

9 日本銀行金融研究所アーカイブ 金融研究所アーカイブ担当

10 JICA横浜海外移住資料館 図書資料室支所補佐及び資料整理

11 独立行政法人 国立公文書館 業務課係長兼公文書専門官

合　　  計  （１１機関１１人）
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公  文  書  館  等  名 修 了 研 究 論 文 の 題 目 論文指導希望講師

1
防衛省防衛研究所図書館
戦史部主任研究官

史料公開のあり方
－ＢＣ級戦犯記録の公開についての
提言－

国立公文書館
高山正也

2
秋田県公文書館
知事公室公文書館公文書班専門員

市町村における公文書保存
～秋田県公文書館の取り組みを中心
に～

国立公文書館
大濱徹也

3 宮城県公文書館企画管理班主査
宮城県公文書館の現状と課題
―評価・選別の改善に向けて―

神奈川県立公文
書館
石原一則

4 埼玉県立文書館司書主幹
埼玉県立文書館における行政刊行物
の収集保存について

国立公文書館
高山正也

5
神奈川県立公文書館
行政資料課副主幹

神奈川県立公文書館における公文書
等の収集から閲覧までのシステム管
理について　～その現状と方向性に
ついて～

神奈川大学
後藤　仁

6 岡山県立記録資料館学芸員
岡山県立記録資料館における選別・
収集基準の検討

国立公文書館
高山正也

7
沖縄県公文書館資料課公文書専門
員

沖縄県における“知事文書”の適切
な保存について
～“政治的決断”に関する文書を中
心に～

神奈川大学
後藤　仁

8
札幌市総務局行政部
文化資料室資料担当係長

札幌市公文書館基本構想への提言
－専門職員養成課程を受講して－

国立公文書館
大濱徹也

9
日本銀行金融研究所アーカイブ
金融研究所アーカイブ担当

「活用するための保存」に向けて
　―日本銀行金融研究所アーカイブ
における資料保存の取リ組みを一例
に―

東京芸術大学
稲葉政満

10
JICA横浜海外移住資料館
図書資料室支所補佐及び資料整理

図書資料室（海外移住）における個
人情報を含む資料提供の現状と課題

国立公文書館
高山正也

11
独立行政法人 国立公文書館
業務課係長兼公文書専門官

「情報知識センター」としての公文
書館―基盤整備の必要性―

国立公文書館
高山正也

平成１９年度 公文書館専門職員養成課程修了論文題目・指導講師一覧
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